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11
月
２
日
・
３
日
の
２
日
間
、
第
28
回
川
西
文
化
祭
が
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
２
日
は
文
化
協
会
ク
ラ
ブ
と
一
般
参
加
に
よ
る
コ
ス
モ
ス
演
芸
大
会
が
開
催

さ
れ
、
和
太
鼓
や
筝
曲
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
演
目
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
３
日
は

高
齢
者
に
よ
る
ふ
れ
あ
い
演
芸
大
会
が
開
催
さ
れ
、
自
慢
の
喉
で
会
場
を
沸
か
し
ま

し
た
。
ま
た
、
屋
内
に
は
丹
精
込
め
て
作
ら
れ
た
作
品
が
ず
ら
り
と
展
示
。
屋
外
で

は
た
く
さ
ん
模
擬
店
が
出
店
さ
れ
、
来
場
さ
れ
た
方
は
、
観
て
・
聴
い
て
・
食
べ
て

文
化
と
食
の
秋
を
存
分
に
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

第28回　川西文化祭
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平
成
26
年
12
月
１
日
か
ら
「
児
童
扶
養
手
当
法
」
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
す

 
大
切
な
お
知
ら
せ
で
す
！

　

こ
れ
ま
で
公
的
年
金
※
を
受
給
す
る
方

は
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
平
成
26
年
12
月
以
降
は
、
年
金

額
が
児
童
扶
養
手
当
額
よ
り
低
い
場
合

に
、
そ
の
差
額
分
の
児
童
扶
養
手
当
を
受

給
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※�

遺
族
年
金
、
障
害
年
金
、
老
齢
年
金
、

労
災
年
金
、
遺
族
補
償
な
ど

今
回
の
改
正
に
よ
り
新
た
に
手
当
て

を
受
け
取
れ
る
場
合

◦�

母
（
父
）
に
代
わ
り
、
児
童
を
養
育
し

て
い
る
祖
父
母
等
が
低
額
の
老
齢
年
金

を
受
給
し
て
い
る
場
合

◦�

母
子
家
庭
で
、離
婚
後
に
父
が
死
亡
し
、

児
童
が
低
額
の
遺
族
厚
生
年
金
の
み
を

受
給
し
て
い
る
場
合

◦�

配
偶
者
の
死
亡
に
よ
る
父
子
家
庭
で
、

児
童
が
低
額
の
遺
族
厚
生
年
金
の
み
を

受
給
し
て
い
る
場
合　

な
ど

〈
参
考
：
児
童
扶
養
手
当
の
月
額
〉

　
（
平
成
26
年
４
月
〜
）

☆
児
童
１
人
の
場
合

　

全
部
支
給 

４
１
，
０
２
０
円

　

�

一
部
支
給
４
１
，
０
１
０
円
〜
９
，
６

８
０
円
（
前
年
中
の
所
得
に
応
じ
て
決
定

さ
れ
ま
す
）

☆
児
童
２
人
以
上
の
加
算
額

　

２
人
目　

５
，
０
０
０
円
、

　

３
人
目
以
降
１
人
に
つ
き

　

３
，
０
０
０
円

新
た
に
手
当
て
を
受
給
す
る
た
め
の

手
続
き

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
た
め
に

は
、川
西
町
へ
の
申
請
が
必
要
で
す
。（
受

給
認
定
等
は
奈
良
県
が
実
施
）

　

今
回
の
法
改
正
に
よ
る
対
象
者
へ
の
通

知
等
は
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
町
で

は
対
象
者
の
把
握
が
不
可
能
な
た
め
、
自

己
申
告
制
と
な
り
ま
す
。
対
象
と
思
わ
れ

る
方
は
、
下
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
な
お
、
こ
の
手
当
て
の
申
請
に
は
、

支
給
要
件
に
該
当
す
る
事
実
を
確
認
で
き

る
書
類
の
添
付
が
必
要
で
す
。

支
給
の
開
始

■�

手
当
て
は
、
申
請
し
た
月
の
翌
月
分
か

ら
支
給
開
始
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

こ
れ
ま
で
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
た

こ
と
に
よ
り
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で

き
な
か
っ
た
方
の
う
ち
、
平
成
26
年
12

月
１
日
に
支
給
要
件
を
満
た
し
て
い
る

方
が
平
成
27
年
３
月
ま
で
に
申
請
し
た

場
合
は
、
平
成
26
年
12
月
分
の
手
当
て

か
ら
受
給
で
き
ま
す
。

■�

平
成
26
年
12
月
〜
平
成
27
年
３
月
分
の

手
当
は
、
平
成
27
年
４
月
に
支
払
わ
れ

ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
と
は
・
・
・
・

　

離
婚
や
未
婚
、
死
別
な
ど
に
よ
る
ひ
と

り
親
家
庭
等
の
生
活
の
安
定
と
自
立
を
助

け
、
児
童
の
健
全
育
成
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
児
童
の
母
ま
た
は
父
、
ま
た

は
父
母
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。（
こ

の
手
当
て
に
は
受
給
要
件
や
所
得
制
限
が

あ
り
ま
す
）

問
い
合
わ
せ　
住
民
生
活
課

　

☎
０
７
４
５（
22
）２
６
１
１

　
「
量
」と「
質
」の
両
面
か
ら
、も
っ
と
効
果
的
に
!!

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
が
ス
タ
ー
ト

　

幼
児
期
の
学
校
教
育
や
保
育
、
地
域

の
子
育
て
支
援
の
量
の
拡
充
や
質
の
向

上
を
進
め
て
い
く
「
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
新
制
度
」
が
平
成
27
年
４
月
に
本

格
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

新
制
度
が
目
指
す
も
の

・
認
定
こ
ど
も
園
の
普
及

・
保
育
の
場
の
増
加

・
子
育
て
支
援
の
量
や
質
の
向
上

・
地
域
の
子
育
て
支
援
の
充
実

　

新
制
度
の
詳
し
い
内
容
は
「
内

閣
府　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
8
.cao.go.jp/

shoushi/shinseido/index.
htm
l

）
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

ま
た
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

で
も
随
時
情
報
が
発
信
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
健
康
福
祉
課

　

☎
０
７
４
５（
44
）２
６
３
１
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各
界
の
功
労
者
に
対
し
て
授
与
さ
れ
る

秋
の
叙
勲
及
び
褒
章
が
11
月
３
日
付
け
で

発
令
さ
れ
、
町
内
で
も
岡
本
壽
夫
さ
ん

（
75
歳
）
が
、
長
年
の
郵
政
事
業
の
功
労

に
よ
り
叙
勲
・
瑞
宝
双
光
章
を
、
德
本
正

浩
さ
ん
（
70
歳
）
が
、
長
年
の
消
防
団
業

務
の
功
績
に
よ
り
叙
勲
・
瑞
宝
単
光
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
松
村
𠮷
庸
さ
ん
（
63
歳
）
が
、

屋
外
広
告
業
に
お
い
て
、
他
の
模
範
と
な

る
よ
う
な
技
術
と
業
務
精
励
に
よ
り
黄
綬

褒
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

■国民健康保険の届け出を忘れずに
●国民健康保険に加入の必要がある人
　国民健康保険は、74歳までの人で社会保険（健康保険、共済・船員保険も含む）の被保険者及び被
扶養者を除く、すべての人が加入する制度です。退職などの理由で社会保険に加入していない人は、国
保に加入する必要があります。資格取得の届出が遅れると、社会保険の資格喪失日まで遡って課税され
ますので、早めに手続きをしましょう。
※手続きの際、退職した人の場合には、健康保険を脱退した証明書（離職票・資格喪失証明書など）と
印鑑が必要です。
●社会保険などに加入したため、国民健康保険から脱退する人
　社会保険などに加入したため社会保険と国民健康保険の両方の被保険者証を持っている人は、国保の
資格喪失届けが必要です。届け出をしないと、国保税が課税されたままで、社会保険料と両方を納めて
いる状態になってしまいますので、忘れずに手続きをしましょう。※手続きの際、社会保険になった人
の場合には、社会保険被保険者証と国民健康保険被保険者証と印鑑は必要です。
■社会保険の被扶養者になれる場合があります
　同じ世帯に健康保険の加入者がいる場合、被扶養者として認定される場合があります。扶養認定がで
きるかどうか、お勤め先に相談してから手続きをしてください。
問い合わせ　保険年金課　国民健康保険係　☎０７４５（44）２６２１

12月は国民健康保険の適用適正強化月間
国保資格の適正な適用について、ご協力ください。

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

平
成
26
年
秋
の
叙
勲
・
褒
章

▲叙勲　瑞宝単光章の勲章

松
まつむらよしのぶ
村𠮷庸さん　63歳

（屋外広告業　業務精励）

褒
章
◆
黄
綬
褒
章

德
とくもとまさひろ
本正浩さん　70歳
（消防功労）

叙
勲
◆
瑞
宝
単
光
章

岡
おかもと
本壽

とし
夫
お
さん　75歳

（郵政事業功労）

叙
勲
◆
瑞
宝
双
光
章
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10．勤務時間、勤務条件
　勤務時間は、休憩時間を除き１日７時間45分、１週間で38時間45分です。
　一般的な職員の勤務時間は午前８時30分から午後５時15分までです。
　休暇の種類は、有給休暇と無給休暇に分けられます。有給休暇は、年次休暇と病気休暇及び特別休暇です。無給休
暇として、介護休暇があります。

11．勤務成績の評定
　平成26年４月１日現在は、実施していません。

12. 福利厚生
　職員健康診断を実施し、健康管理をしています。また、福利厚生事業は、奈良県市町村職員共済組合と川西町職員
互助会に加入して行っています。

13. 公平委員会の報告事項
　職員は、勤務条件などでその意に反する不利益な処分に関して、公平委員会に措置要求または不服申し立てを行う
ことができます。平成25年度、措置要求・不服申し立てはありません。

６．部門別職員数の状況
区　分 職員数 主な増減理由部　門 25年 26年

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議　会 2 1 育児休業中

総　務 19 21 マイナンバー制度導入準備に伴う業務増
育児休業中職員の配置

税　務 7 7

民　生 17 19 機構改革による課新設に伴う課長増員
育児休業取得予定職員の補充

衛　生 9 11 保健センター事業の充実（専門職の配置）
農林水産 3 3
土　木 6 6
小　計 63 68

教育部門 28 27 退職者（日々雇用職員にて補充）
消防部門 ｜ ｜
小　計 91 95

公
営
企
業
等

　

会
計
部
門

病　院 ｜ ｜
水　道 4 3 水道施設管理業務を民間業者に委託
その他 11 11
小　計 15 14

合　計 106 109

区分 内容

扶養手当

配偶者	 13,000円
配偶者以外の扶養親族	 6,500円
ただし、配偶者のない
場合そのうち１人	

11,000円

※16歳以上22歳まで
　の子について	

5,000円加算

住居手当
借家、借間居住者
支給対象額　12,000円を超える額
最高支給額　27,000円

通勤手当

ア　交通機関利用者
　　全額支給限度額	

55,000円

イ　交通用具使用者	 60㎞以上
　　最高支給限度額	 24,500円

（注）職員数は、一般職に属する職員数です。

７．任命権者・役職別職員数

８．分限処分・懲戒処分

９．研修の実施状況

部　長 課　長 課長補佐 主　任 主　事 技能労務職 教　諭 計
町 長 部 局 4 9 7 28 23 5 ｜ 76
教育委員会 1 2 3 7 3 3 7 26
水 道 部 ｜ 1 2 0 2 ｜ ｜ 5
議 会 1 ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ 1

計 6 12 12 35 28 8 7 108

分限処分 休職 降任 免職 計
｜ ｜ ｜ ｜

区分 職場外研修 職場内研修
受講延べ人数 24 129

懲戒処分 戒告 減給 停職 免職 計
｜ ｜ ｜ ｜ ｜

（注）役職には、相当職を含んだ職員数です。

５．職員手当の状況

（平成26年４月１日現在）
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　町職員の給与などについて、町民のみなさまに理解していただくために、そのあらましをお知らせします。職員の
給与は、民間企業、国や他の地方公共団体の給与などを考慮したうえで、町議会の審議を経て条例で定められています。
　人件費については、歳出総額に占める割合は、平成25年度普通会計決算で15.83%であり、前年と比べ5.09ポイント
減となっています。また、職員給与費については、平成25年度一般会計決算で５億5,196万円、職員１人あたり587万
円となっています。
　町職員の給料、職員数及び勤務条件について、詳細は町ホームページに掲載していますのでご覧ください。

問い合わせ　総務課　☎0745（44）2211

町職員の給与などの状況をお知らせします

１．人件費の状況（普通会計決算）
区分 歳出（Ａ） 人件費（Ｂ） 人件費比率（Ｂ /Ａ） （参考）24年度人件費比率
25年度 56億2,969万円 8億9,107万円 15.83% 20.92%

２．職員給与費の状況（普通会計決算）
区分 職員数（Ａ）

給与費 一人あたりの
給与費（Ｂ /Ａ）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

25年度 94人 3億5,976万円 6,238万円 1億2,983万円 5億5,196万円 587万円
　( 注 )　１．職員数は、平成25年４月１日現在の状況です。　２．職員手当は、退職手当を除いた諸手当の総額です。

（注）�「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間外勤務手当の額（期末・勤勉手当及び退職
手当を除く。）を合計したものです。

区分
一般行政職 教育職 技能労務職

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
川西町 44.6歳 314,100円 381,800円 35.5歳 278,800円 304,300円 45.8歳 267,400円 303,200円

（注）平成25年４月１日現在の状況です。
　　 退職手当の１人あたり平均支給額は、平成25年度中に
　　 退職した職員に支給された平均額です。

（平成26年４月１日現在）

（平成26年４月１日現在）３．職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況

区分 川西町 奈良県 国

一般行政職
大学卒 172,200円 178,800円 172,200円
高校卒 140,100円 144,500円 140,100円

教　育　職
大学卒 172,200円 ｜ ｜
短大卒 152,800円 ｜ ｜

技能労務職
高校卒 141,900円 137,200円 ｜
中学卒 ｜ 125,400円 ｜

４．職員の初任給

５．職員手当の状況
区分 川西町・国

期末手当
勤勉手当

（平成25年度割合）
　　期末手当　　　　勤勉手当
	 2.6月分	 1.35月分
職務上の段階、職務の級による加算措置　有
川西町の一人あたり平均支給額（25年度）　138万円

退職手当

（支給率）
	 自己都合	 勧奨・定年
勤続20年	 23.50月分	 30.55月分
勤続25年	 33.50月分	 41.34月分
勤続35年	 47.50月分	 59.28月分
最高限度額	 59.28月分	 59.28月分
その他の加算措置　定年前早期退職特例措置
　　　　　　　　　（2%から20%加算）

川西町の一人あたり平均支給額　2,112万円

区分 全職種

特殊勤務手当
(25年度 )

職員全体に占める
手当支給職員の割合 22%

支給対象職員
一人あたり平均支給年額 12,000円

手当の種類 ( 手当数 ) 6

代表的な
手当の名称

支給額の
多い手当

道路等維持
補修手当

多くの職員に
支給される手当

滞納者
徴収手当

時 間 外
勤 務 手 当

24年度
支給総額 1,163万円
職員一人当たり
支給年額 11万円

25年度
支給総額 1,545万円
職員一人当たり
支給年額 14万円
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「
世
界
人
権
宣
言
」
は
、
基
本
的
人
権

及
び
自
由
を
尊
重
し
確
保
す
る
た
め
に
、

世
界
の
全
て
の
人
々
と
全
て
の
国
々
と
が

達
成
す
べ
き
共
通
の
基
準
と
し
て
、
昭
和

23
年
（
１
９
４
８
年
）
12
月
10
日
の
第
３

回
国
際
連
合
総
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
、

本
年
で
採
択
66
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

国
際
連
合
は
、
世
界
人
権
宣
言
採
択
を

記
念
し
て
、
採
択
日
の
12
月
10
日
を
「
人

権
デ
ー
（H

um
an Rights D

ay

）」
と
定

め
、
加
盟
国
に
対
し
、
人
権
擁
護
活
動
を

推
進
す
る
た
め
の
各
種
行
事
を
実
施
す
る

よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
は
、
関
係
機
関
等
の
協
力
を
得
て
、「
人

権
デ
ー
」
を
最
終
日
と
す
る
１
週
間
（
12

月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
）
を
「
人
権
週
間
」

と
定
め
、
世
界
人
権
宣
言
の
意
義
を
訴
え

る
と
と
も
に
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚

の
た
め
の
啓
発
活
動
を
全
国
的
に
展
開
し

て
い
ま
す
。

○
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

○
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

○
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
よ
う

○�

障
が
い
の
あ
る
人
の
自
立
と
社
会
参
加

を
進
め
よ
う

○�

同
和
問
題
に
関
す
る
偏
見
や
差
別
を
な

く
そ
う

○�
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を
深
め
よ
う

○
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

○�
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
等

に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

○�

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に

対
す
る
認
識
を
深
め
よ
う

○�

東
日
本
大
震
災
に
起
因
す
る
人
権
問
題

に
取
り
組
も
う

○�

犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権
に
配

慮
し
よ
う

○�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人
権
侵

害
を
な
く
そ
う

○�

ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

○�

性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な
く

そ
う

○�

性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
を

な
く
そ
う

○
人
身
取
引
を
な
く
そ
う

○�

刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す
る
偏

見
を
な
く
そ
う

川
西
町
人
権
擁
護
委
員
の

人
権
相
談

相
談
日　
12
月
３
日
（
水
）

相
談
場
所
・
時
間

　

東
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー　

９
時
〜
12
時

　

西
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー　

13
時
〜
16
時

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

相
談
日　
12
月
９
日
（
火
）

相
談
場
所
・
時
間

　

川
西
町
福
祉
施
設　

ぬ
く
も
り
の
郷

　

13
時
〜
16
時

※
予
約
申
し
込
み
さ
れ
た
方
が
対
象

問
い
合
わ
せ　
住
民
生
活
課

　

☎
０
７
４
５（
44
）２
６
１
１

中
学
生
人
権
作
文
表
彰
式
と

人
権
を
考
え
る
つ
ど
い

日�
時　
12
月
７
日
（
日
）
12
時
30
分
〜

　

15
時
40
分
（
12
時
開
場
）

場
所　
宇
陀
市
文
化
会
館

　

宇
陀
市
大
宇
陀
拾
生
８
７
１
番
地

内�

容　
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス

ト
奈
良
県
大
会
表
彰
式
、
１
日
人
権
擁

第
66
回
人
権
週
間

護
委
員
「
麻
倉
ケ
イ
ト
さ
ん
」
に
よ
る

講
演
、
宇
陀
市
内
中
学
校
吹
奏
楽
部
に

よ
る
演
奏

申�

し
込
み　
不
要
（
未
就
学
児
に
つ
い
て

も
入
場
可
）

主�

催　
奈
良
県
人
権
啓
発
活
動
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
協
議
会
（
奈
良
地
方
法
務
局
・
奈

良
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
・
奈
良
県
）

問
い
合
わ
せ

　

奈
良
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　

☎
０
７
４
２（
23
）５
４
５
７

『
人
権
週
間
』12
月
４
日
〜
10
日

『
人
権
デ
ー
』12
月
10
日

　

み
ん
な
で
築
こ
う　

人
権
の
世
紀

　
　
　

〜
考
え
よ
う　

相
手
の
気
持
ち

　
　
　
　
　
　
　
　

育
て
よ
う　

思
い
や
り
の
心
〜

人権イメージキャラクター
人 KENまもる君
人 KENあゆみちゃん

日
時　
12
月
12
日
（
金
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所　
け
や
き
ホ
ー
ル

内�

容　
講
演

　

�「
生
ま
れ
て
く
る
命
、
す
べ
て
に

意
味
が
あ
る
ん
だ
よ
」

講�

師　
道
志
真
弓
さ
ん
（
元
フ
リ
ー

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
・
熊
本
市
人
権
教

育
講
師
）

主
催
・
問
い
合
わ
せ

　

川
西
町
人
権
教
育
推
進
協
議
会

　

☎
０
７
４
５（
44
）２
２
１
４

　

ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま

す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
お
越

し
く
だ
さ
い
。

川
西
町
「
人
・
愛
・

ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い
」
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「
認
知
症
行
方
不
明
者
１
万
人
」。
こ
れ

は
、
以
前
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
送
さ
れ
た
番
組
の

タ
イ
ト
ル
で
す
。
認
知
症
や
そ
の
疑
い
が

あ
り
、
徘
徊
な
ど
で
行
方
不
明
に
な
っ
た

と
し
て
、
お
と
と
し
１
年
間
に
警
察
に
届

け
ら
れ
た
人
数
が
お
よ
そ
１
万
人
も
い
る

と
い
う
の
で
す
。
そ
の
う
ち
、
死
亡
し
た

り
、
行
方
不
明
の
ま
ま
の
人
が
５
５
０
人

に
上
る
と
い
い
ま
す
。

　

自
分
が
ど
こ
に
い
る
の
か
わ
か
ら
な
く

な
っ
た
と
き
、
あ
る
い
は
名
前
や
住
所
を

聞
か
れ
て
も
出
て
こ
な
い
と
き
、
本
人
の

不
安
や
恐
怖
は
計
り
知
れ
な
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、無
事
で
生
き
て
い
て
ほ
し
い
、

一
日
も
早
く
帰
っ
て
き
て
ほ
し
い
と
捜
し

続
け
る
家
族
の
思
い
も
切
実
で
す
。
今
後

も
高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ
、
認
知
症
の
人

は
増
え
て
い
く
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
私
た
ち
の
だ
れ
も
が
当
事

者
に
な
り
え
ま
す
。
認
知
症
で
徘
徊
が
あ

っ
て
も
、
た
と
え
行
方
不
明
に
な
っ
た
と

し
て
も
、
そ
れ
ま
で
暮
ら
し
て
い
た
場
所

に
無
事
に
戻
れ
る
し
く
み
や
地
域
を
つ
く

っ
て
い
く
こ
と
が
大
き
な
課
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

番
組
で
は
、
警
察
や
行
政
、
地
域
の
人

た
ち
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
ん
で
、
地
域

ぐ
る
み
で
行
方
不
明
者
を
見
つ
け
出
そ
う

と
す
る
取
り
組
み
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
20
年
前
に
北
海
道
釧
路
市
で
始
ま
っ

た
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
で
す
。
家

族
が
警
察
に
行
方
不
明
の
捜
索
を
依
頼
す

る
と
、
警
察
は
本
人
の
特
徴
や
最
後
に
確

認
さ
れ
た
時
間
と
場
所
な
ど
の
情
報
を
役

場
や
郵
便
局
、
新
聞
販
売
店
、
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
、
バ
ス
会
社
な
ど
協
力
機
関
に

送
り
、
さ
ら
に
地
元
Ｆ
Ｍ
局
が
ラ
ジ
オ
で

30
分
お
き
に
そ
の
情
報
を
流
し
、
市
民
に

協
力
を
呼
び
か
け
る
と
い
う
も
の
で
す
。

地
域
で
情
報
を
共
有
し
、
よ
り
多
く
の
目

で
捜
す
こ
と
で
発
見
に
つ
な
が
る
と
、
協

力
の
輪
も
広
が
っ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

厚
生
労
働
省
も
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
少

し
で
も
広
げ
て
い
こ
う
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
を
促
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
は
も
ち
ろ

ん
大
切
で
す
が
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
私
た

ち
に
も
で
き
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
番
組
で
は
、
偏
見
を
恐

れ
て
家
族
が
認
知
症
だ
と
周
囲
に
打
ち
明

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
ま
だ
ま

だ
多
い
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
認
知
症
に
な
っ
た
ら
何
も
わ
か
ら
な
く

な
る
」、「
人
格
が
崩
壊
す
る
」、「
身
内
が

そ
う
な
っ
た
ら
恥
ず
か
し
い
」
と
い
う
よ

う
な
病
気
に
対
す
る
誤
っ
た
認
識
や
偏
見

が
あ
る
と
、
認
知
症
で
あ
る
こ
と
を
周
囲

　

〜
支
え
あ
え
る
地
域
を
〜

人
権
コ
ラ
ム　
第
55
回

に
オ
ー
プ
ン
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
認
知
症
と
い
う
病
気
に
つ
い
て
正
し

く
理
解
し
、
偏
見
を
な
く
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。

　

認
知
症
は
、
い
ろ
い
ろ
な
原
因
で
脳
の

細
胞
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
り
、
働
き
が
悪

く
な
る
こ
と
で
記
憶
力
や
判
断
力
が
衰
え

て
い
く
病
気
で
す
が
、
認
知
症
に
な
っ
て

も
喜
怒
哀
楽
の
感
情
は
残
っ
て
い
ま
す
。

病
気
の
た
め
に
そ
れ
を
う
ま
く
伝
え
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
で
あ
っ
て
決
し
て
「
何

も
わ
か
ら
な
く
な
る
」
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
認
知
症
の
人
の
多
く
が
、
病
気
に
な

っ
た
辛
さ
や
悔
し
さ
、
自
分
が
ど
う
な
っ

て
い
く
の
か
と
い
う
恐
怖
や
不
安
、
そ
れ

ま
で
で
き
て
い
た
こ
と
が
で
き
な
く
な
る

こ
と
の
情
け
な
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
そ

れ
で
も
、
尊
厳
を
も
っ
て
生
き
て
い
き
た

い
と
願
い
、
で
き
る
こ
と
を
大
切
に
し
な

が
ら
生
活
し
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
人
や
家
族
の
思
い
に
寄
り
添

い
、
困
っ
て
い
る
と
き
に
は
さ
り
げ
な
く

声
か
け
や
手
助
け
を
で
き
る
人
が
地
域
に

増
え
て
い
く
こ
と
が
、
病
気
を
抱
え
て
い

て
も
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
づ
く
り

に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
　
　
人
権
教
育
推
進
協
議
会
事
務
局

　
　
　
（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
内
）

　
　
　
　
☎
０
７
４
５（
44
）２
２
１
４
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超
高
齢
社
会
を
迎
え
、
社
会
の
一
員

と
し
て
と
も
に
を
目
指
し
、
生
き
が
い

を
感
じ
て
も
ら
え
る
も
の
の
一
環
と
し

て
開
催
。

　

こ
の
機
会
に
自
分
の
生
活
範
囲
を

広
げ
て
、
前
向
き
に
生
き
て
い
た
だ

け
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
が
目
的
の

講
座
で
す
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
一
人
で
も
多
く
の

方
々
と
出
会
え
る
こ
と
を
こ
こ
ろ
か
ら

願
っ
て
い
ま
す
。

■�

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
キ
ル
ト

【
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
】

〜
布
の
ツ
リ
ー
を
作
っ
て
、

　
　

い
つ
も
と
少
し
違
う

　
　
　

ク
リ
ス
マ
ス
を
過
ご
そ
う
！
〜

　
一
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
準
備
に
【
布
で

作
る
ツ
リ
ー
】
を
作
り
ま
せ
ん
か
？
初
心

者
の
方
で
も
作
っ
て
い
た
だ
け
る
も
の
で

す
。
こ
の
ツ
リ
ー
は
、
家
で
眠
っ
て
い
る

古
布
を
利
用
し
て
、
手
作
り
ツ
リ
ー
を
作

り
ま
す
。
ご
近
所
の
方
や
お
友
だ
ち
と
一

緒
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
と
も
に
ひ
と
つ

の
作
品
を
作
る
の
も
楽
し
い
で
す
ョ
。
ま

た
、
持
ち
帰
っ
て
今
度
は
み
な
さ
ん
が
教

え
る
側
に
な
り
、
家
族
や
い
ろ
ん
な
集
ま

り
に
ス
テ
キ
な
交
流
の
一
つ
と
し
て
ク
リ

ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
一
緒
に
作
っ
て
い
た
だ

き
、
ス
テ
キ
な
出
会
い
の
材
料
に
し
て
く

だ
さ
い
。
こ
の
機
会
に
手
作
り
の
良
さ
を

知
っ
て
く
だ
さ
い
。
ス
テ
キ
で
す
ョ
。
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

☆�

日　
時　
12
月
16
日（
火
）・18
日（
木
）

　
両
日
と
も
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

☆
場　
所　
西
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー

☆
定　
員　
15
名
（
先
着
順
）

☆
持
ち
物　
裁
縫
用
具
・
筆
記
用
具

☆
参
加
費　
８
０
０
円
（
材
料
代
）

☆
申
し
込
み
期
間

　
12
月
３
日
（
水
）
～
11
日
（
木
）

　
土
・
日
除
く

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
　
西
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
０
７
４
５（
44
）２
０
８
０

西
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー

12
月
短
期
講
座

　泌尿器科というと、膀胱炎、尿路結石、前立腺肥大症、膀胱癌、前立腺癌等の疾患を連想される方
が多いのではないかと思いますが、今回は少し違った領域のお話をいたします。
　「更年期障害」。この言葉は主に女性における閉経に伴う症状として使用されてきましたが、十数年
前よりマスコミを通じて『男性更年期障害』という言葉が世間に認知されるようになりました。前期
更年期の患者はストレス性心身症様症状の割合が多く、後期更年期から熟年期では主としてアンドロ
ゲン（男性ホルモン）減退症状が前面に出てくる場合が多くなってきます。特徴的な症状には・精神・
心理症状（落胆、抑うつ、苛立ち、不安、神経過敏、生気消失、疲労感）、・身体症状（骨・関節・筋
肉の関連症状、発汗過多、ほてり、睡眠障害、記憶・集中力の低下、肉体的消耗感）、・性機能関連症
状（性欲低下、勃起障害）がありますが、このように男性更年期障害の病態は複雑であり、必ずしも
アンドロゲンの低下のみで説明できないことが多いとされています。すなわち、内分泌異常を伴わな
い男性更年期障害も存在し、これらは古くから精神科領域の疾患とされてきました。一方、加齢男性
性腺機能低下症候群（LOH症候群）の一症状としても男性更年期障害は起こり得ます。これら病態が
複雑であるがゆえに、日本泌尿器科学会および日本Men`s Health 医学会において「加齢男性性腺機能
低下症候群（LOH症候群）診療の手引き」が作成され、“Healthy aging for Men” いわゆる “ 男性にと
っての健康的な老化 ”を目指した診療が行われています。
　男性で更年期障害を発症しやすい性格の方とは、神経質・真面目・几帳面・責任感がある方に多い
そうです。原因のはっきりしない精神症状や体力低下を自覚される場合は、一度血中テストステロン（男
性ホルモン）の測定をしてみることをおすすめします。

男 性 更 年 期 障 害
国保中央病院だより

泌尿器科主任部長　吉井　将人（よしい　まさひと）

※鉢は飾り例です。
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年末年始の
ごみ収集日程のお知らせ

　年末12月30日（火）に町内全域の燃やすごみを収集します。
　土・日を含む、12月27日から12月29日、12月31日から翌年１月４日までの間は、ごみの収集を休ませていただきます。
※12月27日（土）から翌年１月４日（日）までの間、汲み取り・浄化槽の清掃業務を休ませていただきます。
　し尿の汲み取り・浄化槽の清掃業務の依頼は磯城清掃（☎090−8758−5581）へ連絡してください。
※各収集地域の年内最終・年始最初の収集日は下記のとおりです。

◎ごみは午前８時30分までに出してください。
◎年末はごみが特に増加します。
　家庭でのごみの減量に
　ご協力ください。

☆梅戸・唐院・保田・喫茶「よりみち」前

Ａ 燃やすごみ ペットボトル プラスチック類 発泡スチロール ダンボール 飲料カン 燃やさないごみ
有害ごみ

年内最終日 12/30（火） 12/26（金） 12/19（金） 12/12（金） 12/17（水） 12/17（水） 12/10（水）

年始開始日 1/5（月） 1/23（金） 1/16（金） 1/9（金） 1/21（水） 1/7（水） 1/14（水）

☆結崎団地（３・４・５丁目）、ハッピータウン、結崎南団地、美ノ城南側、中村防火水槽前、ル・ソレイユ、
　マック結崎、上出屋敷、美幸、下永中嶋

Ｂ 燃やすごみ ペットボトル プラスチック類 発泡スチロール ダンボール 飲料カン 燃やさないごみ
有害ごみ

年内最終日 12/30（火） 12/26（金） 12/19（金） 12/12（金） 12/17（水） 12/17（水） 12/24（水）

年始開始日 1/5（月） 1/23（金） 1/16（金） 1/9（金） 1/21（水） 1/7（水） 1/28（水）

☆中村、市場、辻、井戸、美ノ城北側、出屋敷、上下水道課前、上吐田、北吐田、南吐田

Ｃ 燃やすごみ ペットボトル プラスチック類 発泡スチロール ダンボール 飲料カン 燃やさないごみ
有害ごみ

年内最終日 12/30（火） 12/18（木） 12/25（木） 12/4（木） 12/24（水） 12/24（水） 12/3（水）

年始開始日 1/6（火） 1/15（木） 1/8（木） 2/5（木） 1/28（水） 1/14（水） 1/7（水）

☆東城、西城、東方、南都銀行結崎支店駐車場前、結崎団地（１・２・６・７・８丁目）、中村横田団地、スカイタウン

Ｄ 燃やすごみ ペットボトル プラスチック類 発泡スチロール ダンボール 飲料カン 燃やさないごみ
有害ごみ

年内最終日 12/30（火） 12/18（木） 12/25（木） 12/4（木） 12/24（水） 12/24（水） 12/17（水）

年始開始日 1/6（火） 1/15（木） 1/8（木） 2/5（木） 1/28（水） 1/14（水） 1/21（水）

●粗大ごみ収集受付〔受付電話番号　☎０７４５（４３）１７６６〕

年内最終日 12/25（木）

年始開始日 1/5（月）

問い合わせ　住民生活課　☎0745（44）2611

12月25日受付分については、26日収集となります。
１月５日受付分については、１月６日収集となります。
12月26日（金）の電話受付は行いません。
ご了承ください。
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●耳マーク 　聞こえが不自由なことを表すマークで、国内で使用さ

れています。聴覚障害者は見た目には分からないために、

誤解されたり、不利益をこうむったり、社会生活上で不

安に感じることが少なくありません。このマークを提示

された場合は、相手が「聞こえない」ことを理解し、コ

ミュニケーションの方法に配慮をお願いします。

問い合わせ

　全日本難聴者・中途失聴者団体連合会

　☎ 03（3225）5600　FAX 03（3354）0046

●ほじょ犬マーク　身体障害者補助犬同伴の啓発のためのマークです。身
体障害者補助犬とは、盲導犬、介助犬、聴導犬のことを
いいます。「身体障害者補助犬法」によって、現在では
公共の施設や交通機関はもちろん、民間施設でも身体障
害者補助犬が同伴できるようになりました。
　補助犬を連れている方を見かけたりした場合は、理解
と協力をお願いします。
問い合わせ
　厚生労働省社会・援護局
　障害保健福祉部企画課自立支援振興室
　☎ 03（5253）1111（代）　FAX 03（3503）1237

●ハート・プラス マーク 　「身体内部に障害がある人」を表しています。身体内

部（心臓、呼吸機能、じん臓、膀胱・直腸、小腸、肝臓、

免疫機能）に障害がある方は外見からは分かりにくいた

め、さまざまな誤解を受けることがあります。

　このマークを着用されている方を見かけた場合は、内

部障害への配慮をお願いします。

問い合わせ

　ハート・プラスの会

　☎ 052（718）1581

●オストメイトマーク

　人工肛門・人工膀胱を使用して
いる人（オストメイト）のための
設備であることを表しています。
　オストメイト対応のトイレの入口
や案内誘導プレートに表示されて
いますので、配慮をお願いします。
問い合わせ
　日本オストミー協会
　☎ 03（5670）7681
　FAX 03（5670）7682

●障害者雇用支援マーク

　障害者の在宅障害者就労支援並
びに障害者就労支援を認めた企
業、団体に対して付与する認証マ
ークです。
　障害者で就労を希望する方に少
しでもわかりやすくなるように設
定されています。
問い合わせ
　ソーシャルサービス協会 IT センター
　☎ 052（218）2154
　FAX 052（218）2155
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12月３日（水）〜９日（火）は障害者週間です
　「障害者週間」は、障害者福祉への関心と理解を深め、障害者があらゆる分野の活動に積極的に参加する意
欲を高めることを目的として、「障害者基本法」で定められています。障害がある人もない人も、ともに暮ら
せる社会を実現するためには、一人ひとりが障害に対する理解と認識を深める必要があります。
　障害者の中には自ら配慮を求めることができない方もいれば、見た目では配慮が必要と分からない方もおら
れます。街中や公共施設等で見かけるマークには、障害のある方に対して配慮が必要であることを示すものが
あります。これらのマークの意味をご理解の上、お見かけになった際は適切な配慮をお願いします。
　今回、紹介するマークは法律で定められているものもあれば、障害者団体が提唱しているものもあります。
各マークの詳細や使用方法等は、各関係機関にお問い合わせください。

●障害者のための国際シンボルマーク 　障害者が利用できる建物・施設であることを表す世界
共通のシンボルマークです。マークの使用は国際リハビ
リテーション協会の「使用指針」で定められています。
駐車場などでこのマークを見かけた場合には、障害者が
利用しやすいよう配慮をお願いします。
※�このマークは「すべての障害者を対象」としたもので

す。特に車椅子を利用する障害者に限定されるもので
はありません
問い合わせ
　日本障害者リハビリテーション協会
　☎ 03（5273）0601　FAX 03（5273）1523

●身体障害者標識　肢体（手足や体）が不自由であることによって、運

転免許証に条件が付けられている方が運転する車に表

示されているマークです。危険防止のためにやむを得

ない場合を除いて、このマークを付けた車に幅寄せや

割り込みを行った運転者は、道路交通法の規定により

罰せられます。車載用のマークは、カー用品店やホー

ムセンター等で販売されています。

問い合わせ　天理警察署

　☎ 0743（62）0110　FAX 0743（62）6916

●聴覚障害者標識 　聴覚に障害があることによって、運転免許証に条件が

付けられている方が運転する車に表示されているマーク

です。危険防止のためにやむを得ない場合を除いて、こ

のマークを付けた車に幅寄せや割り込みを行った運転者

は、道路交通法の規定により罰せられます。車載用のマ

ークは、カー用品店やホームセンター等で販売されてい

ます。

問い合わせ　天理警察署

　☎ 0743（62）0110　FAX 0743（62）6916
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項　　目 対　　象 日　　時 実　施　内　容

健 康 相 談
※ 時 間 予 約 制

生活習慣病について
心配な方、健診結果
について聞きたい方

12月15日（月）
実施時間
9：00〜11：30

健診結果の説明や日常生活に関するこ
となど、個別の相談に応じます。
＊健診や血液検査の結果などをご持参
ください。

こ こ ろ の
健 康 相 談
※ 時 間 予 約 制

心の悩みなどがある
方や家族の方

随　時
（お電話ください）

心の悩みなどについて、精神保健福祉士
や保健師等が相談に応じます。

お　と　な

問い合わせ・申し込み　健康福祉課　保健センター　TEL0745−43−1900　FAX0745−43−2812

　乳がん・子宮がんは女性ホルモン等が関係しているため、他のがんに比べ30〜40代の若い世代に
多いがんです。２年に１度はぜひ検診を受けましょう。
対 象 者　○子宮頸がん検診：20歳以上の女性　○乳がん検診：40歳以上の女性
実施期間　平成27年２月28日まで　※クーポン券をお持ちの方は平成27年１月31日まで
料　　金　○子宮頸がん検診：2,000円　○乳がん検診：2,300円
　　　　　＊いずれも70歳以上の方は無料です。
　　　　　＊クーポン券をお持ちの方も無料です。
場　　所　県内の指定医療機関（保健センターにお問い合せください。）
受 け 方　①希望する医療機関に予約する。
　　　　　②�保健センターで問診票を受け取る。
　　　　　（クーポン対象の方は、同封している問診票を使用してください。）

診療所名 場　　所 診　療　日 診療受付時間 診療科目 問い合わせ
磯城休日
応急診療所

田原本町宮古404−７
（田原本町保健センター併設）

日曜日 ･祝日
12/29〜１/３

10：00〜12：00
12：40〜16：00

内　科
小児科

0744
（33）8000

橿原市休日
夜間応急診療所

橿原市畝傍町９−１
（橿原市保健福祉センター内）

日曜 ･祝日
12/30〜１/４

10：00〜12：00
13：00〜24：00（内科）
翌６：00（小児科）
21：00（歯科）

内　科
小児科
歯　科 0744

（22）9683

上記を除く平日 21：30〜24：00（内科）
翌６：00（小児科）

内　科
小児科

天理市立
休日応急診療所

天理市川原城町605
（天理市保健センター１階）

日曜・祝日
12/30〜１/３ 10：00〜16：00 内　科

小児科
0743
（63）3257

■小児救急医療電話相談　　♯8000　または　☎0742（20）8119（年末年始は24時間対応）
■奈良県救急安心センター　♯7119　または　☎0744（20）0119（24時間対応）
■日本中毒情報センター　　中毒110番
　　　　　　　　　大　阪　☎072（727）2499（24時間対応）
　　　　　たばこ専用電話　☎072（726）9922（24時間対応・テープによる情報提供）

女性のがん検診のご案内

年末年始の救急医療体制のご案内
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保健センターGUIDE
保健センターで実施します

項　　目 対　　象 日　　時 実　施　内　容

４・５ヵ月児
健 康 診 査

生後４・５ヵ月児
（平成26年６月６日〜
平成26年８月５日生
まれ）
※�対象者には個別通知します。

12月５日（金）

受付時間
　13：00〜13：20

問診、身体計測、内科診察、
生活・栄養相談
絵本の読み聞かせについてのお話

Ｂ Ｃ Ｇ
予 防 接 種

生後５〜８ヵ月未満の
児（平成26年４月11
日〜平成26年７月８日
生まれ）

12月９日（火）

受付時間
　13：30〜13：45

BCG は結核を予防するワクチン
です。接種当日に１歳を超えると
任意接種（実費負担）となります
ので、忘れずに受けましょう。
＊持ち物：予診票、体温計

乳 幼 児 相 談
生後すぐ〜就学前の
児
育児のことで相談し
たい方

12月11日（木）

受付時間
　9：00〜10：00

身体計測、発達・生活・栄養相談

３歳６ヵ月児
健 康 診 査

３歳６ヵ月〜３歳８ヵ
月児（平成23年３月
16日〜平成23年６月
15日生まれ）
※�対象者には個別通知します。

12月12日（金）

受付時間
　13：30〜14：30

問診、身体計測、尿検査、内科診察、
視覚・聴覚検査、歯科検診
生活・栄養・歯科・心理発達相談

離 乳 食 教 室 ①生後６ヵ月頃まで
②生後７〜12ヵ月頃

12月18日（木）
受付時間
①13：15〜13：25
②14：30〜14：40

離乳食の進め方を、実践しながら
分かりやすくお話します。（試食
あり）
①離乳食開始から２回食
②２回食から完了期

こ　ど　も

※�お子さんの健診、予防接種、教室に来られる際には、
　必ず母子健康手帳を持参してください！
※�転入等で予防接種の予診票をお持ちでない方は、
　保健センターまでご連絡ください。

　母体や胎児の健康保持・増進を図るため、妊娠判定のための受診料の補助を行います。
対　象：町民税非課税世帯の人
補助額：各医療機関で定める額（１回7,000円を上限。一人１年度２回まで）
※手続きが必要ですので、保健センターまでお問い合わせください。

　10月から始まった高齢者インフルエンザ予防接種は、もう済まれましたか？
　高齢者インフルエンザ予防接種の接種期間は12月20日（土）までです。まだ受けておられない方で、
希望される方は早めに町内医療機関で接種を受けてください。
※町外の医療機関で接種を希望される方は、事前に保健センターで手続きが必要です！

妊娠判定受診料補助事業について

高齢者インフルエンザ予防接種はお済みですか？
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子育て支援センター　☎0745－43－2575　相談　☎0745－43－2774（育児・しつけ・発達等）

こんにちは♪ひだまり♪です
川西町子育て支援センター

★移動広場
日　時　12月12日（金）10：00〜11：30
場　所　川西文化会館　しきの間
内　容　�「ゆらゆらおもちゃを作ろう！」

★12月のお誕生日会
日　時　12月19日（金）
　　　　11：30頃〜
場　所　子育て支援センター
　今月は行事の都合で誕生会をお楽しみデー
とは別の日になります。
　時間はふれあいタイムの時間帯になります。
お子さんの誕生月には、プレゼントを作って
もらいます。事務所に声をかけてくださいね。

12月・１月の主な行事予定
日　　時 内　　容 場　　所

 12月

 2日（火）10：00〜11：30 お楽しみデー
（クリスマス会）けやきホール

 4日（木）10：00〜11：30 0歳児親子広場 子育て支援センター
11日（木）10：00〜11：30 2歳児親子広場 子育て支援センター
12日（金）10：00〜11：30 移 動 広 場 川西文化会館（しき）
18日（木）10：00〜11：30 1歳児親子広場 子育て支援センター
19日（金）11：30〜  12月のお誕生会 子育て支援センター
 １月
 9日（金）10：00〜11：30 きずなサロン 保健センター
14日（水）10：00〜11：30 お楽しみデー 子育て支援センター

〜募集しています〜

※休館日は日、月、水（午後）、祝祭日です。

　子育て支援センターでは、ボランティアで子
どもたちに自ら培った経験や特技を教えてくだ
さる方を募集しています。
（例えば　体操、英語、等）
　子育て支援に関心がある方や、経験・特技を
生かしたいと思われる方、子どもが大好きな方
の申し込みをお待ちしています。

申込先：川西町子育て支援センター
　☎0745（43）2575

お楽しみデー（クリスマス会）

　今年も親子リズムサークルさんと一緒にクリ
スマス会を行います。お楽しみに！！
日時　12月２日（火）
　　　10：00〜11：30
場所　川西文化会館　けやきホール
内容　�「ハッピーおれんじ」さんによる楽しい

ミニコンサートです。
※時間厳守でお願いします。

〜年末・年始休館のお知らせ〜

　子育て支援センター『ひだまり』は、平成26年12月28日（日）から平成27年１月５日（月）
まで休館させていただきます。
　平成27年１月６日（火）から通常どおり開館しますので遊びにきてください。
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日 月 火 水 木 金 土

  １ 2 3 4 5 6

 7 8 9 10 11 12 13

 14 15 16 17 18 19 20

 21 22 23 24 25 26 27

 28 29 30 31 

図書館だより川西文化会館内
☎0745-44-2212
開館時間　9:30〜17:00

＊新しく入った本から＊

12月の休館日 ＊�
図
書
館
が
閉
ま
っ
て
い
る
と
き
は
、

「
本
を
返
す
ポ
ス
ト
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
視
聴
覚
資
料
は
除
く
）

「ミリー・モリー・マンデーとともだち」
　元気な女の子ミリー・モリー・マンデーのお話。

友だちのスーザンとイチゴをつみに行ったり、そり

すべりをしたり、あわ風呂に入ったり、あひるにつ

いてこられて困ったり…。

　おかしなことが次々とおこる。１･２年生から。

｢人生は､ 楽しんだ者が勝ちだ｣
　人に与えられるのを待つ必要
はない。欲しいものは自分の手
で獲得する。「研究も家庭も」
両方取ると決め、数々の困難に
挑んできた日本を代表する女性
物理学者の、75年の半生を綴っ
た痛快な自伝。米沢　富美子 / 著 

日本経済新聞出版

　川西町立図書館　奈良 検索

年末年始
の

図書館

年内は12/27㈯まで、
新年は1/5㈪から開館。

　「本を返すポスト」は管理上の理由で 12/27（土）午後
４時〜１/５（月）午前９時まで閉鎖いたします。
　なお 12/14（日）〜 27（土）までは、下記の通り長期貸
出を行います。どうぞご利用ください。

　12/14（日）〜 27（土）の期間は、お一人 12 点（ＣＤ
･カセットは８点、ビデオは一本）まで、約３週間（ビデ
オは 21日から約２週間）借りていただけます。
詳細は図書館のＨＰ、またはカウンター配布のチラシ
をご覧ください。（長期貸出資料の延長はできません）

〜 長期貸出について 〜

クリスマスの
えほんのへや・おはなし会
12 月はクリスマスのおはなし会です。
２･３さいの人にも絵本の読み聞かせをします。
今月の大きい人のおはなし会は第２土曜日に
かわっています。

◆２・３さい（えほんのへや）
　10：10〜10：30
　＊保護者の方もご一緒にどうぞ
◎４歳〜１年生　　　◎２年生〜中学生
　10：30〜11：00　　11：00〜11：30

　13日（土）

場所は、すべて
　図書館２階　おはなしのへやで

こどもの本だなこどもの本だな

ジョイス・L・ブリスリー／さく
福音館書店

家康、真骨頂　「狸おやじ」のすすめ 小林　一哉
池上彰のやさしい教養講座 池上　　彰
女を観る歌舞伎 酒井　順子
女のきっぷ　逆境をしなやかに 森　まゆみ
学校では教えてくれないお金の授業 山崎　　元
感じる漢字　心が解き放たれる言葉 山根　基世
下戸は勘定に入れません 西澤　保彦
皇后美智子さまのうた 安野　光雅
国語は好きですか 外山滋比古
子どもの悲しみによりそう　喪失体験の適切なサポート法 ジョン・ジェームスほか
小林一三　時代の十歩先が見えた男 北　　康利
これでわかった！ < 超訳 > 特定秘密保護法
さすらいの仏教語　暮らしに息づく88話 玄侑　宗久
里山を食いものにしよう　原価０円の暮らし 和田　芳治
叱られる力　聞く力２ 阿川佐和子
思想史の名脇役たち　知られざる知識人群像 合田　正人
昭和育ちのおいしい記憶 阿古　真理
身体巡礼　ドイツ・オーストリア・チェコ編 養老　孟司
世界遺産にされて富士山は泣いている 野口　　健
絶対に知っておきたい食品選びの鉄則　現役消費生活相談員が教える！ 永田　裕子
育てて楽しむオリーブの本　決定版 岡井　路子
その「不調」、あなたの好きな食べ物が原因だった？　遅発型フードアレルギー 澤登　雅一
ソボちゃん　いちばん好きな人のこと 有吉　玉青
他人を攻撃せずにはいられない人 片田　珠美
誰も教えてくれなかった卵子の話 杉本公平ほか
手ぬいでちょこっとお洋服直し 鵜飼睦子／監修
デンマーク家具　時を越える魅惑のモダン・デザイン 山根郁信／編
トコトンやさしい３Ｄプリンタの本 佐野義幸ほか

「日中韓」外交戦争　日本が直面する「いまそこにある危機」 読売新聞政治部
日本の色の十二カ月　古代色の歴史とよしおか工房の仕事 吉岡　幸雄
日本は戦争をするのか　集団的自衛権と自衛隊 半田　　滋
はじめてのインコ飼い方・育て方
発達障害と生きる　どうしても「うまくいかない」人たち 岩波　　明
人前で３分、あがらずに話せる！33のルール 金井　英之
平安人の心で「源氏物語」を読む 山本　淳子
北斎と応為　The Ghost Brush　上 ･ 下 キャサリン・ゴヴィエ
群れない媚びないこうやって生きてきた
名画で見るシェイクスピアの世界 平松　　洋
ルポ介護独身 山村　基毅
老後に破産する人、しない人 中村　　宏

明日の自由を守る
若手弁護士の会

海老沢和荘
ほか／監修

下重　暁子
黒田　夏子

「モグのクリスマス」

http://library.town.kawanishi.nara.jp

扌蔵書の検索、利用案内や行事のお知らせ、
図書館カレンダー等、詳しい情報はこちらへ。

※ 12/28 ～ 1/4 は ｢本を返すポスト｣ は閉まります
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役場・関係機関
電 話 番 号 帳

役場代表（総務課） 0745-44-2211

財 政 課 0745-44-2671

ま ち づくり推進課 0745-44-2213

税 務 課 0745-44-2642

住 民 生 活 課 0745-44-2611

環 境 整 備 事 務 所 0745-43-1766

保 険 年 金 課 0745-44-2621

健 康 福 祉 課 0745-44-2631

長 寿 介 護 課 0745-44-2635

保 健 セ ン タ ー 0745-43-1900

産 業 建 設 課 0745-44-2679

上 下 水 道 課 0745-43-0331

議 会 事 務 局 0745-44-2681

会 計 課 0745-44-2648

教 育 総 務 課 0745-44-2684

社 会 教 育 課
（ 文 化 会 館 ）

0745-44-2214

図 書 館 0745-44-2212

西 人権文化センター 0745-44-2080

東 人権文化センター 0743-64-0650

いぶき子どもセンター 0745-43-0550

すばる子どもセンター 0743-64-1989

子 育て支援センター 0745-43-2575

中 央 体 育 館 0745-44-1616

は
、
前
年
の
11
月
30
日
を
経
過
す
る
時
に

お
け
る
日
本
銀
行
法
第
15
条
第
１
項
第
１

号
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
る
商
業
手
形

の
基
準
割
引
率
に
年
４
％
の
割
合
を
加
算

し
た
割
合
も
し
く
は
年
７
．
３
％
の
何
れ

か
低
い
方
を
乗
じ
た
金
額
、
２
ヶ
月
目
以

降
は
年
14
．
６
％
の
割
合
を
乗
じ
た
金
額

で
す
。（
平
成
25
年
中
は
14
．
６
％
。
た

だ
し
、
最
初
の
１
ヶ
月
間
は
４
．
３
％
）

〔
平
成
26
年
１
月
１
日
以
降
〕

　

納
付
期
限
の
翌
日
か
ら
１
ヶ
月
間
は
、

各
年
の
特
例
基
準
割
合
（
当
該
年
の
前
年

に
租
税
特
別
措
置
法
第
93
条
第
２
項
の
規

定
に
よ
り
告
示
さ
れ
た
割
合
に
年
１
％
の

割
合
を
加
算
し
た
割
合
）
を
乗
じ
た
金
額

と
な
り
ま
す
。
２
ヶ
月
目
以
降
は
、
当
該

特
例
基
準
割
合
適
用
年
に
お
け
る
特
例
基

準
割
合
に
年
７
．
３
％
の
割
合
を
加
算
し

た
割
合
を
乗
じ
た
金
額
と
な
り
ま
す
。
当

該
加
算
し
た
割
合
が
年
14
．
６
％
の
割
合

を
超
え
る
場
合
に
は
、
年
14
．
６
％
の
割

合
を
乗
じ
た
金
額
と
な
り
ま
す
。（
平
成

26
年
中
は
９
．
２
％
。
た
だ
し
、
最
初
の

１
ヶ
月
間
は
２
．
９
％
）

　
督
促
手
数
料
や
延
滞
金
な
ど
の
支
払
い

が
起
き
な
い
よ
う
納
付
期
限
を
守
り
ま
し

ょ
う

☆�

滞
納
を
す
る
と
大
変
な
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

町
税
等
に
は
納
付
期
限
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
を
過
ぎ
た
も
の
が
滞
納
と
な
り
、
滞

納
者
に
対
し
て
は
、
督
促
状
や
催
告
書
を

送
付
す
る
な
ど
し
、
納
付
期
限
が
過
ぎ
て

か
ら
で
も
納
付
し
て
も
ら
う
よ
う
努
め
て

い
ま
す
。
そ
れ
で
も
納
付
し
て
も
ら
え
な

い
場
合
は
、
滞
納
処
分
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

滞
納
処
分
と
は
、
そ
の
人
の
財
産
（
不

動
産
・
預
貯
金
な
ど
）
の
差
押
な
ど
を
行

い
町
税
等
の
滞
納
金
に
充
て
る
こ
と
で

す
。

　
納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、
滞
納
処
分
を

行
う
こ
と
に
な
り
ま
す

問
い
合
わ
せ　
税
務
課

　

☎
０
７
４
５（
44
）２
６
４
２

☆�

納
付
期
限
が
過
ぎ
ま
す
と
「
督
促
状
」

が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

�　

本
税
を
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
な
か

っ
た
場
合
に
は
、
納
付
期
限
の
翌
日
か

ら
起
算
し
て
20
日
以
内
に
督
促
状
を
発

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
地
方
税

法
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
督
促
状
が

送
付
さ
れ
た
場
合
の
督
促
手
数
料
は
50

円
で
す
。

☆�

納
税
が
遅
れ
る
と
「
延
滞
金
」
が
課
せ

ら
れ
ま
す
。

　

�　

本
税
を
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
な
か

っ
た
場
合
に
は
、
遅
延
し
た
日
数
に
応

じ
た
延
滞
金
を
徴
収
す
る
こ
と
が
地
方

税
法
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
延
滞
金

の
計
算
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〔
平
成
25
年
12
月
31
日
以
前
〕

　
　

納
付
期
限
の
翌
日
か
ら
１
ヶ
月
間

住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動

車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税

は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
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和
54
年
か
ら
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
を
取

り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　

国
の
教
育
ロ
ー
ン
は
高
校
・
大
学
等
へ

入
学
ま
た
は
在
学
す
る
学
生
・
生
徒
の
保

護
者
向
け
の
公
的
融
資
制
度
で
す
。
入
学

時
や
在
学
中
に
か
か
る
費
用
の
融
資
を
固

定
金
利
で
利
用
で
き
ま
す
。

☆�

対　
象　
融
資
の
対
象
と
な
る
学
校
と

利
用
で
き
る
世
帯
の
年
収
に
用
件
が
あ

り
ま
す
。（
例
）
一
世
帯
の
お
子
様
が

一
人
の
場
合
：
給
与
所
得
者
は
７
９
０
万

円
が
上
限
（
事
業
所
得
者
は
５
９
０
万

円
）

☆
融
資
額

　

学
生
・
生
徒
一
人
に
つ
き
３
５
０
万
円

☆
利  

率　
年
２
．
３
５
％

　
（
平
成
26
年
10
月
１
日
現
在
）

☆
返
済
期
間　

15
年
以
内
（
母
子
家
庭
、

　

�

交
通
遺
児
家
庭
の
方
な
ど
は
３
年
の
延

長
が
可
能
）

☆�

用  

途　
入
学
金
、
授
業
料
、
教
科
書

代
な
ど

☆�

返
済
方
法　
毎
月
元
利
均
等
返
済
（
ボ

ー
ナ
ス
時
増
額
返
済
も
可
）

☆�

保  

証　
（
公
益
）
教
育
資
金
融
資
保

証
基
金
（
ま
た
は
連
帯
保
証
人
１
名
以

上
）

問�

い
合
わ
せ　
日
本
政
策
金
融
公
庫
「
国

の
教
育
ロ
ー
ン
」
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
７
０（
０
０
８
）６
５
６

　

☎
０
３（
５
３
２
１
）８
６
５
６

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
の
ご
案
内

日
本
政
策
金
融
公
庫

た
は
そ
の
扶
養
者
が
、
所
得
税
や
町
・

県
民
税
の
申
告
時
に
添
付
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
よ
り
、
所
得
控
除
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※�

す
で
に
「
身
体
障
害
者
手
帳
等
で
控
除

を
受
け
て
い
る
方
」
及
び
「
本
人
ま
た

は
扶
養
者
が
非
課
税
で
申
告
を
す
る
必

要
の
な
い
方
」
は
、
該
当
し
ま
せ
ん
。

ま
た
、
要
介
護
・
要
支
援
認
定
を
受
け

て
い
て
も
、
必
ず
障
害
者
控
除
の
対
象

に
な
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

☆�

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
の
証
明
書
発

行
に
つ
い
て

◦�
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い

る
方
で
、
所
得
税
や
町
・
県
民
税
の
申

告
で
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受
け

る
の
が
２
年
目
以
降
の
方
は
、
医
師
が

発
行
す
る
「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」
に

代
え
て
、
町
が
発
行
す
る
「
お
む
つ
使

用
確
認
書
」
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
請　
長
寿
介
護
課

　

☎
０
７
４
５（
44
）２
６
３
５

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
及
び
住

民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
そ
の
年
の

１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し

た
保
険
料
が
対
象
で
す
。

　

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め

に
は
、
納
付
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
26
年
１
月
１
日
か
ら

９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、「
社
会

保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明

書
」
が
本
年
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構

本
部
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
年
末
調

整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明

書
（
又
は
領
収
証
書
）
を
添
付
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
平
成
26
年
10
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
の
間
に
今
年
は
じ
め
て
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て

は
、翌
年
の
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
さ
れ
た
場
合
も
、
ご
本
人
の
社
会
保

険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
ご
家
族
あ
て
に
送
ら
れ
た
控
除
証
明

書
を
添
付
の
上
、
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
に
つ
い
て
の
照
会
は
、
控

除
証
明
書
の
は
が
き
に
表
示
さ
れ
て
い
る

年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
で
は
「
家
庭
の
経

済
的
負
担
の
軽
減
」
な
ど
を
目
的
に
、
昭

☆�

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
発
行
に
つ

い
て

◦�

介
護
保
険
の
要
介
護
・
要
支
援
認
定
を

受
け
て
お
り
、
身
体
障
害
者
手
帳
等
を

お
持
ち
で
な
い
65
歳
以
上
の
方
に
、
申

請
に
よ
り
毎
年
12
月
31
日
現
在
（
亡
く

な
っ
た
方
は
死
亡
日
付
）
の
要
介
護
認

定
等
に
基
づ
き
、「
障
害
者
控
除
対
象

者
認
定
書
」
ま
た
は
「
特
別
障
害
者
控

除
対
象
者
認
定
書
」
を
交
付
し
ま
す
。

◦�

こ
れ
ら
の
認
定
書
を
要
介
護
高
齢
者
ま

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
が
発
行
さ
れ
ま
す

12月の納期
納期限  12月25日（木）

●固定資産税（第３期分）
　　　　･･･ 税　務　課　☎0745（44）2642（直通）
●国民健康保険税（普通徴収 ･ 第６期分）
●後期高齢者医療保険料（普通徴収 ･ 第６期分）
　　　　･･･ 保険年金課　☎0745（44）2621（直通）
●介護保険料（普通徴収 ･ 第６期分）
　　　　･･･ 長寿介護課　☎0745（44）2635（直通）

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」

及
び
「
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除

の
証
明
書
」
の
発
行
に
つ
い
て
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☆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

�

長
寿
介
護
課

　

☎
０
７
４
５（
44
）２
６
３
５

※�

申
し
込
み
の
際
は
、・
代
表
者
氏
名
、・

住
所
、・
電
話
番
号
、・
実
施
場
所
等
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

奈
良
県
で
は
、
保
育
士
の
就
職
の
あ
っ

せ
ん
、
就
職
支
援
研
修
及
び
合
同
就
職
説

明
会
等
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
県
内

の
保
育
所
等
へ
の
保
育
士
の
就
職
を
支
援

す
る
「
奈
良
県
保
育
士
人
材
バ
ン
ク
」
を

開
設
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

奈
良
県
保
育
士
人
材
バ
ン
ク

　

奈
良
市
本
子
守
町
１
︱
１

　

奈
良
上
三
条
ビ
ル
４
階

　

☎
０
１
２
０（
９
６
４
）３
４
９

※�

平
日
９
時
〜
20
時
、
土
日
祝
９
時
〜
18
時

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
https://nara-hoikushibank.jp/

☆
日
時　

平
成
27
年
１
月
17
日
（
土
）　

　

午
前
11
時
30
分
〜
午
後
４
時

☆
場
所　
奈
良
県
文
化
会
館

　

奈
良
市
登
大
路
町
６
︱
２

奈
良
県
保
育
士
人
材
バ
ン
ク
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

平
成
27
年
２
月
１
日
現
在
で
、
全
国
一

斉
に
「
農
林
業
の
国
勢
調
査
」
と
言
わ
れ

る
２
０
１
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
今
後
の
農
林
業
の
政
策

に
役
立
て
る
た
め
に
５
年
ご
と
に
実
施
さ

れ
る
大
切
な
調
査
で
す
。

　

平
成
26
年
12
月
中
旬
か
ら
農
林
業
を
営

ん
で
い
る
み
な
さ
ま
の
と
こ
ろ
に
調
査
員

が
訪
問
し
て
、
調
査
票
に
農
林
業
の
経
営

状
況
な
ど
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
産
業
建
設
課

　

☎
０
７
４
５（
44
）２
６
７
９

○�

工
業
統
計
調
査
は
、
従
業
者
４
人
以
上

の
全
て
の
製
造
事
業
所
を
対
象
に
12
月

31
日
時
点
で
実
施
し
ま
す
。

○�

工
業
統
計
調
査
は
、
我
が
国
に
お
け
る

工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
政
府
の
重
要
な
調
査
で
、

統
計
法
に
基
づ
く
報
告
義
務
の
あ
る
基

幹
統
計
調
査
で
す
。

○�

調
査
の
結
果
は
、
中
小
企
業
施
策
や
地

域
振
興
な
ど
、
国
及
び
地
域
行
政
施
策

の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
活
用
さ

れ
ま
す
。

○�

調
査
票
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た
内
容

は
、
統
計
作
成
の
目
的
以
外
（
税
の
資

料
な
ど
）
に
使
用
す
る
こ
と
は
、
絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
。

○�

調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
ご
回
答
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

経
済
産
業
省
・
都
道
府
県
・
市
区
町
村

問
い
合
わ
せ　
産
業
建
設
課

　

☎
０
７
４
５（
44
）２
６
７
９

　

寝
た
き
り
を
予
防
し
、
い
つ
ま
で
も
元

気
な
体
づ
く
り
の
た
め
の
講
座
を
地
域
の

公
民
館
等
で
行
い
ま
す
。
健
康
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
Ｗ
Ｉ
Ｎ
よ
り
講
師
を
招

き
、
出
前
講
座
を
行
い
ま
す
。
お
友
達
み

な
さ
ん
で
、
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

☆�

対
象　
65
歳
以
上
の
町
民
の
方
で
５
名

以
上
の
グ
ル
ー
プ
や
団
体

☆
場
所　
町
内
の
公
民
館
等
、
５
箇
所
ま

で
（
先
着
順
）

☆�

日
時　
希
望
日
（
年
末
年
始
、
土
日
を

除
く
）
を
お
伺
い
し
、
日
程
調
整
の
上

決
定
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
１
回
約
１
時
間
〜
１
時
間
30
分
程
度
。

☆
費
用　
無
料

☆
年
内
の
業
務
最
終
対
応
日

　
（
捕　

獲
）
12
月
18
日
（
木
）
ま
で

　
（
引
取
り
）
12
月
19
日
（
金
）
ま
で

☆
翌
年
の
業
務
対
応
開
始
日

　

平
成
27
年
１
月
５
日
（
月
）
〜

問
い
合
わ
せ

　

桜
井
保
健
所
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
４
５（
83
）２
６
３
１

☆
日
時　
12
月
６
日（
土
）　

午
後
１
時
〜

☆
場
所　
国
保
中
央
病
院
外
来
ホ
ー
ル

☆�

催
物　
健
康
コ
ー
ナ
ー
、
相
談
コ
ー
ナ

ー
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
フ
ー
ド
コ
ー
ナ

ー
、
広
陵
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演

奏
会

※
事
前
申
込
不
要
・
全
て
無
料

●�

12
月
の
町
民
開
放
日
（
中
央
体
育
館
ア

リ
ー
ナ
）
は
、12
月
27
日
（
土
）
で
す
。

　
（
対
象
者
は
川
西
町
在
住
、
在
勤
者
）

工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す
！

出
前
講
座（
元
気
講
座
）の
ご
案
内

２
０
１
５
年

農
林
業
セ
ン
サ
ス
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

第
３
回
合
同
就
職
説
明
会

（
就
職
フ
ェ
ア
）

年
末
年
始
の
捕
獲
引
取
り
業
務

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

第
５
回 

国
保
中
央
病
院

健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

体
育
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

工業統計キャラクター
コウちゃん
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川西文化会館　12月・１月の催し物
日／曜日 イ　ベ　ン　ト　名 場　所 開　演 入場方法 主　催　者

12月12日（金） 人・愛・ふれあいのつどい けやきホール 13：30 無　料 人権推進協議会

12月13日（土） もちつき大会 役場前駐車場 11：00 別　記 子どもセンター

12月14日（日） 第22回奈良県
アンサンブルフェスティバル コスモスホール 12：30 500円

（当日のみ） 奈良県吹奏楽連盟

１月12日（祝） 成人式 コスモスホール 10：00 関係者 川西町

※もちつき大会は３歳児から５歳児　100円、小学生以上　200円

跡
（
保
田
）
六
県
神
社
〜
富
貴
寺
〜
光

林
寺

☆
費
用　
参
加
費
１
０
０
円

※�

行
程
は
、少
し
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

☆
案
内

　

福
山
清
市
☎
０
７
４
５（
44
）２
６
０
２

　

森
川
和
郁
☎
０
７
４
５（
44
）０
７
０
６

　

薦
田
義
治
☎
０
７
４
５（
43
）１
６
５
３

　

12
月
28
日
（
日
）
か
ら
１
月
４
日
（
日
）

ま
で
文
化
会
館
は
休
館
し
、
各
部
屋
及
び

ホ
ー
ル
の
予
約
も
休
止
し
ま
す
。
通
常
、

各
部
屋
及
び
ホ
ー
ル
の
予
約
開
始
日
は
、

各
部
屋
が
３
ヶ
月
前
、
ホ
ー
ル
が
６
ヵ
月

前
の
同
日
か
ら
で
す
が
、
左
記
の
利
用
日

の
予
約
受
付
開
始
日
を
１
月
５
日
（
月
）

か
ら
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

つ
き
た
て
の
お
も
ち
を
、
み
ん
な
で
食

べ
よ
う
！
豚
汁
も
出
る
よ
！

☆
日　
時　
12
月
13
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
11
時
〜

☆
場　
所　
役
場
前
駐
車
場

※
雨
天
の
場
合
文
化
会
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

☆
参
加
費　
小
学
生
以
上
２
０
０
円
、

　

３
歳
〜
５
歳
児
１
０
０
円

　

�

お
も
ち
が
な
く
な
り
し
だ
い
、
終
了
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

す
ば
る
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
４
３（
64
）１
９
８
９

　

い
ぶ
き
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
４
５（
43
）０
５
５
０

☆�

行
先　
大
阪
清
掃
局
舞
洲
工
場
及
び

　
　
　
　

あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス

☆
日
時　
平
成
27
年
１
月
31
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
８
時
〜
午
後
４
時
15
分

　

田
原
本
町
青
垣
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
発
着

☆�

主
催	

磯
城
郡
青
少
年
指
導
員
連
絡
協

議
会

☆�

対
象　
磯
城
郡
内
の
小
学
４
・
５
・
６
年

生
☆
参
加
費　
１
，
０
０
０
円

※
当
日
徴
収
し
ま
す

☆
定
員　
３
町
全
体
で
33
名

☆�

目
的　
環
境
を
守
る
た
め
に
日
々
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
か
を
知

る
。
ま
た
、
日
本
一
高
い
３
０
０
ｍ
の
高

層
ビ
ル
を
体
験
し
、
交
流
を
深
め
る
。

☆�

用
意
す
る
物　

水
筒
（
お
茶
）、
常
備

薬
（
酔
い
止
め
な
ど
）

※�

昼
食
は
お
弁
当
を
ご
用
意
し
ま
す
が
、

ア
レ
ル
ギ
ー
等
の
ご
心
配
が
あ
る
方
は

持
参
し
て
い
た
だ
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

☆�

募
集
期
間　
12
月
12
日
（
金
）
〜
12
月

26
日
（
金
）
ま
で
に
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
先
着
順
で
受
け
付
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
０
７
４
５（
44
）２
２
１
４

　

今
回
は
、
川
西
町
内
の
あ
ま
り
気
づ
か

な
か
っ
た
史
跡
や
旧
跡
、
ま
た
個
人
で
は

拝
観
の
機
会
が
な
い
文
化
財
な
ど
を
じ
っ

く
り
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

町
内
の
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に

多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
現
場
近

く
の
方
は
、
時
間
を
見
は
か
ら
っ
て
途
中

か
ら
で
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

☆
日
時　
12
月
13
日
（
土
）

　

正
午
ま
で
に
川
西
文
化
会
館
前
へ
集
合

☆�

行
程　
（
唐
院
）
比
売
久
波
神
社
〜
箕

輪
寺
跡
〜
浄
徳
寺
〜
公
民
館
〜
唐
院
城

磯
城
郡
３
町
子
ど
も
交
流
会

も
ち
つ
き
大
会

年
始
の
文
化
会
館
施
設
の

予
約
に
つ
い
て

第
91
回
歩
い
て
み
よ
う
会

施　設 利用日

各部屋（サークル室、
和室、創作室、料理
実習室等）

３月28日〜
４月４日

コスモスホール、
けやきホール

６月28日〜
７月４日

予約受付開始　１月５日（月）

〜
12
月
の
ご
案
内
〜
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消
費
者
庁
と
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら

注
意
喚
起
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

首
浮
き
輪
と
は
、
Ｃ
形
に
な
っ
て
い
る

浮
き
輪
を
乳
幼
児
の
首
に
取
り
付
け
て
使

用
す
る
も
の
で
、
ス
イ
ミ
ン
グ
の
前
段
階

の
水
慣
れ
の
た
め
の
遊
具
で
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
赤
ち
ゃ
ん
だ
け
を
浴
槽
に
入
れ

て
お
け
る
こ
と
か
ら
入
浴
の
補
助
具
の
よ

う
な
本
来
と
は
違
う
使
用
が
な
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

☆�

浴
槽
で
の
赤
ち
ゃ
ん
用
首
浮
き
輪
の

事
故
、
一
瞬
で
も
目
を
離
す
と
溺
れ

る
恐
れ
！

　

報
告
さ
れ
て
い
る
事
故
は
す
べ
て
浴
室

で
の
使
用
中
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

《
事
例
》
子
ど
も
と
母
親
で
入
浴
中
、
母

親
が
洗
髪
で
目
を
離
し
た
。
１
、２
分
で

音
が
聞
こ
え
な
く
な
り
、
見
た
と
こ
ろ
顔

面
の
チ
ア
ノ
ー
ゼ
が
確
認
さ
れ
た
。
首
浮

き
輪
で
子
ど
も
の
鼻
が
塞
が
り
、
口
は
水

に
つ
か
っ
た
状
態
に
な
っ
て
い
た
。

《
事
例
》
着
替
え
や
お
む
つ
の
準
備
の
た

め
、
１
分
ぐ
ら
い
浴
室
を
出
た
。
戻
る
と
、

子
ど
も
が
う
つ
伏
せ
状
態
で
底
に
沈
ん
で

い
た
。
１
週
間
入
院
。

　

消
費
者
庁
と
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
は

２
０
１
２
年
７
月
に
注
意
喚
起
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
後
も
上
記
の
よ
う
な
事

故
が
発
生
し
て
い
る
た
め
、
今
年
10
月
に

改
め
て
注
意
喚
起
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

☆
安
全
か
ど
う
か
、
常
に
見
守
っ
て
大
人

一
人
で
乳
幼
児
を
お
風
呂
に
入
れ
る
の
は

な
か
な
か
難
し
い
も
の
で
す
。
ま
し
て
や

兄
弟
姉
妹
が
い
る
場
合
、
そ
の
お
世
話
も

あ
る
で
し
ょ
う
。
口
コ
ミ
や
個
人
の
ブ
ロ

グ
な
ど
で
は
、「
首
浮
き
輪
を
使
う
と
便

利
」
と
い
う
意
見
を
目
に
す
る
こ
と
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
れ
は

入
浴
の
便
利
グ
ッ
ズ
で
は
な
く
水
慣
れ
の

遊
具
で
あ
り
、
一
瞬
た
り
と
も
目
を
離
さ

ず
保
護
者
が
対
応
で
き
る
状
況
で
使
用
す

る
も
の
で
す
。

　

使
う
と
き
は
、
空
気
の
量
が
適
切
か
、

穴
あ
き
な
ど
で
空
気
漏
れ
し
て
い
な
い

か
、
あ
ご
が
首
浮
き
輪
に
の
っ
て
い
る
か

な
ど
確
認
し
、
説
明
書
を
よ
く
読
み
、
使

用
方
法
を
よ
く
守
り
ま
し
ょ
う
。

消
費
生
活
相
談
窓
口
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。（
予
約
優
先
）

　

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
の
認
定
を
受
け
た

相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
か
ら
広
域
連
携
に
よ
り
、

双
方
の
窓
口
で
相
談
が
で
き
ま
す
。

【
川
西
町
】
住
民
生
活
課
（
予
約
）

　

☎
０
７
４
５（
44
）２
６
１
１

赤
ち
ゃ
ん
用
首
浮
き
輪
、

目
を
離
す
と
危
険
で
す
。

消
費
生
活
相
談

　
（
内
線
２
６
２
）

☆
相
談
日　
毎
週
火
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

☆
相
談
場
所　
川
西
町
役
場
２
階

【
三
宅
町
】　
地
域
活
性
課
（
予
約
）

　

☎
０
７
４
５（
44
）２
０
０
１

☆
相
談
日　
毎
週
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

☆�

相
談
場
所　
三
宅
町
福
祉
施
設
「
あ
ざ

さ
苑
」
１
階

　

☎
０
７
４
５（
43
）３
５
８
８

　

�（
金
曜
日
以
外
の
電
話
は
、
県
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
自
動
転
送
さ
れ
ま
す
。）

★
相
談
方
法　
電
話
も
し
く
は
来
所
。

問
い
合
わ
せ　
住
民
生
活
課

　

☎
０
７
４
５（
44
）２
６
１
１

　

応
急
手
当
に
は
様
々
な
も
の
が
あ
り
ま

す
が
、
命
を
救
う
た
め
に
人
工
呼
吸
や
胸

骨
圧
迫
、
ま
た
心
臓
へ
の
除
細
動
（
電
気

シ
ョ
ッ
ク
）
を
速
や
か
に
行
う
こ
と
が
重

要
で
す
。
磯
城
消
防
署
で
は
、
定
期
的
に

救
命
講
習
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

☆
日　
時　
12
月
12
日
（
金
）

　

午
前
９
時
〜
正
午

☆
場　
所　
磯
城
消
防
署

☆�
内　
容　
普
通
救
命
講
習
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
取

扱
い
及
び
心
肺
そ
生
法
な
ど

☆
受
講
料　
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

磯
城
消
防
署
救
急
係

　

☎
０
７
４
４（
33
）２
４
６
１

応
急
手
当
講
習
会

首浮き輪

　
「
近
所
で
野
焼
き
を
し
て
い
る
人
が
い

る
の
で
な
ん
と
か
し
て
ほ
し
い
。」
と
の

情
報
が
役
場
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

適
法
な
焼
却
施
設
以
外
で
ご
み
（
廃
棄

物
）
を
燃
や
す
こ
と
を
「
野
焼
き
」
と
い

い
、「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
法
律
（
廃
掃
法
）」
に
よ
り
原
則
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
野
焼
き
は
、
地
面
で
直

接
焼
却
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
素
堀
り
の

穴
・
十
分
な
設
備
を
持
た
な
い
簡
易
焼
却

炉
・
ド
ラ
ム
缶
・
ブ
ロ
ッ
ク
積
み
等
で
ご

み
を
焼
却
す
る
こ
と
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

野
焼
き
を
行
う
と
、
悪
臭
や
火
事
の
原

因
と
な
り
周
辺
の
方
々
に
多
大
な
被
害
を

及
ぼ
し
、
違
反
者
に
は
「
５
年
以
下
の
懲

役
も
し
く
は
１
，
０
０
０
万
円
以
下
（
法

人
の
場
合
は
３
億
円
以
下
）
の
罰
金
又
は

こ
の
併
科
」
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。（
廃
掃

法
第
25
条
）

　

害
虫
駆
除
の
た
め
の
必
要
最
小
限
の
野

焼
き
な
ど
、
例
外
的
に
野
焼
き
が
認
め
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
近
所
迷
惑
や

法
令
違
反
と
み
な
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
必
要
最
小
限
に
と
ど
め
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
や
む
を
得
ず
焼
却
を
行
う

場
合
は
、
風
の
向
き
や
強
さ
・
時
間
帯
・

周
辺
の
環
境
に
十
分
配
慮
し
て
く
だ
さ

い
。
野
焼
き
に
関
し
て
正
し
い
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
住
民
生
活
課

　

☎
０
７
４
５（
44
）２
６
１
１

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

野
焼
き
は
原
則
と
し
て
禁
止
で
す
。
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まちのアルバム 川西の出来事

コミュニティ助成事業
宝くじ助成金で整備しました。

　このたび、「平成26年度コミュニティ助成事業」宝くじ助
成金により、送迎ワゴン車を整備しました。地域コミュニ
ティーの充実、地域活性化を目的とし、各種事業での送迎
車として使用します。

火災ゼロをめざして！
川西町消防団　防火パレード

　11月９日から15日までの間、秋の全国火災予防運動が行
われ、川西町消防団は、その一環として９日に防火パレー
ドを実施しました。広報車と消防ポンプ車が町内を巡回し、
火災予防を呼びかけました。これからの季節は、空気が乾
燥し、火災が発生しやすくなります。『もういいかい 火を消
すまでは まあだだよ』の標語のとおり、火の後始末、就寝
前の確認を十分していただき、火災ゼロをめざしましょう。

キムチ作りに挑戦！
川西町婦人会会員研修

　９月25日、婦人会員31名は、大阪鶴橋のコリアンタウン
でキムチ作りの体験研修を受けました。この日は、韓国か
ら来ておられるキムさんから、キムチの歴史や効能、材料
等を教わり、本場仕込みの実技に挑戦。前日にキムさんが
塩に漬けておいた白菜の葉１枚ずつにキムチ薬味（ヤンニ
ョム）を挟んでいきます。みなさん、真剣な面持ちで１枚
１枚丁寧に漬けました。その後、韓国料理の昼食をいただ
きながら、日本との食文化の違いについて、話を弾まして
おられました。自分で漬けたキムチの味はいかがでしたか。

▲送迎用のワゴン車として活躍します。

▲乗り降りし易いステップが取り付けられています。 ▲宝くじのマスコット「クーちゃん」
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　　　　　　　　　　	 （前月比）
人　口／8 , 7 8 5人	 （＋１人）
　　男　4 , 2 6 1人	 （＋２人）
　　女　4 , 5 2 4人	 （−１人）
世帯数／3 , 5 0 6世帯	（−２世帯）

（平成26年11月１日現在）

■
広
報
川
西
　
第
539号

　
平
成
26年

12月
１
日
発
行
　
■
発
行
　
奈
良
県
川
西
町
　
■
編
集
　
川
西
町
役
場
総
務
部
総
務
課
/奈
良
県
磯
城
郡
川
西
町
大
字
結
崎
28―1　

☎
0745―44―2211　

■
橋
本
印
刷
株
式
会
社

　寒い季節になりました。冬に旬を迎える根菜（れん
こん）の紹介をします。れんこんは、ビタミンCが豊
富で疲労回復や風邪予防に効果があります。また、れ
んこんに含まれる粘り成分のムチンは胃の粘膜の強化
に働きます。すりおろしたれんこんを焼くともっちり
とした食感になり、おかずとしてだけでなく、子ども
のおやつとしてもおすすめです。

〜健康かわにし21〜

れんこんの落とし焼き

材料（４人分）

作り方
❶�　�れんこんは皮をむき、すりおろして水分を
　　切る。
　　青ねぎは小口切りにしておく。
❷　❶、◆を混ぜ合わせる。
　　１人３個になるように、平たく丸める。
❸　�フライパンにサラダ油を熱し、❷を並べ、
　　ふたをして両面をこんがり焼く。

１人分エネルギー ･･････　127 kcal

おいしくごはんを食べよう

FINE　SMILE ☆ 募集中！
申し込みは総務課まで

☎０７４５−４４−２２１１

　れんこん……………………………… 400ｇ
　青ねぎ……………………………………40ｇ
　◆ホールコーン…………………… 大さじ２
　◆片栗粉…………………………… 大さじ２
　◆かつおぶし…………………………… ２袋
　◆塩……………………………………… 少々
　サラダ油…………………………… 大さじ１

赤
あかい
井　俐

りおん
音ちゃん

１歳のお誕生日
おめでとう♪
毎日ニコニコ笑顔で
みんなを癒してね！

向
むかい
井　諒

りょう
ちゃん

お外遊びが大好きな
諒くん♪
すくすく大きく
育ってね！

竹
たけうち
内　廉

れん
ちゃん

アルファベッドが
大好きです♪
いつもお父さんと
お母さんを笑わせて
くれてありがとう！

編集後記
　10月18日、面塚公園で結崎DE薪能が開催され、狂言「棒

ぼうしばり
縛」

と能「紅
もみじがり
葉狩」が演じられました。この日は、夜の舞台に篝火

はもちろん、LEDを駆使した多彩な照明がなされ、ホールと
は違った幽玄で幻想的な世界を味わうことができました。
好天に恵まれた賜物です。

　☆住民生活課の証明書等時間外交付は、
　　12月18日（木）で、午後７時まで行います。

FINE　SMILE 


